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Abstract: Solar power generation is attracting attention as a means to realize a decarbonized society. However, the 

introduction of mega solar power plants has caused conflicts with ecosystem conservation and local communities. 

The purpose of this study was to examine plans for introducing renewable energy that can coexist with local 

communities. By overlaying a map of solar power potential and a map of mega solar power plants, we identified 

549 locations (7,046 MW) where the potential was zero but mega solar was introduced. We also used the machine 

learning algorithm hex2vec to predict where mega-solar could be installed in the future. 
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１．背景と目的 

2030 年までに陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的に保全するために生物多様性条約の

30by30目標を達成しつつ，気候変動緩和策として再生可能エネルギー (再エネ) を導入することが求め

られる．しかし太陽光発電の導入により生態系保全や地域社会と軋轢が生じる事例が発生している 1) 2)．

そこで本研究では，適正な太陽光発電の導入に向けて，既設の太陽光発電所について導入前の土地利用

と太陽光発電導入ポテンシャルの有無を調査し，太陽光発電所の導入に関連する立地特性を分析した． 

２．方法 

２．１ 太陽光発電所の立地特性の調査 

エレクトリカルジャパンが公開している太陽光発電所マップから太陽光発電所の空間分布と設備容

量を取得した．また，環境省の再生可能エネルギー情報提供システム (Renewable Energy Potential System, 

REPOS) から建物系と土地系の太陽光発電導入ポテンシャル (以下，導入ポテンシャル) を取得した．

REPOSでは，自然公園，鳥獣保護区などの生態系の保全上重要な場所や，土砂災害警戒区域など防災上

重要な場所が導入ポテンシャルの推計から除外されている．そこで，REPOSの導入ポテンシャルの推計

から除外されている場所に設置された太陽光発電所マップに登録されている発電所を特定し，その発電

所の設備容量と過去の土地利用・被覆 を調査した．発電所の導入前の土地利用被覆 は，地理院地図の

年度別写真で目視で確認し，国土数値情報の土地利用メッシュデータの土地利用区分に従って分類した． 

２．２ 太陽光発電所の立地特性のクラスタリングと類似した場所の検索 

既往研究では森林に導入された太陽光発電所の生態系への影響が懸念されている 2)．そこで，機械学

習アルゴリズムの hex2vec 3) で土地利用被覆 データの埋め込み表現を学習し，過去の森林への導入事

例に空間的に類似した場所を推論した．hex2vec の学習では，まず日本全国を H3 グリッドシステムの

resolution 7 (約 5 km2) の六角形のグリッドに分割して OpenStreetMapの 594種類の地物の個数と標準土

地利用メッシュの 49の土地利用区分の面積から 50次元の埋め込み表現を学習した．そのうち過去に発

電所が導入された森林を含むグリッドの埋め込み表現を UMAPで 2次元に削減して HDBSCANでクラ

スタリングし，各クラスタの埋め込み表現に類似した開発が懸念される森林を含むグリッドを推論した． 

表 1 データセットの説明と出典 

データ 説 明 出 典 

太陽光発電導入ポテンシャル 500 m メッシュごとに建物系被土地系太陽光の導入ポテンシャ

ル (kW) が収録されたポリゴンデータ 

環境省 REPOS 

太陽光発電所マップ 太陽光発電所の緯度経度座標と設備容量 (MW) が記録された 

テーブルデータ 

エレクトリカル 

ジャパン 

 



３．結果と考察 

３．１ 太陽光発電所の立地特性の調査 

REPOS で太陽光発電の導入ポテンシャルの推計から除外されたメッシュに導入された太陽光発電所

は 13,102件中の 549件で総設備容量は 7,046 MWであり，日本全国に分布していた (図 1)．発電所が導

入される前の土地利用・被覆 別には，森林が 3.2 GWと最も多く全体の 45%を占めた．残りの 12,553件

の発電所は REPOS で導入ポテンシャルが推計されているメッシュ上に立地していたが，総設備容量は

33.2 GWであり，REPOSの想定の 1.7倍であることが示された．また REPOSが 1,211 GWの導入ポテン

シャルを推計している 767,039メッシュにはまだ太陽光発電が導入されていないことがわかった． 

３．２ 森林に導入された太陽光発電所のクラスタリングと類似した地域の検索 

太陽光発電所が導入された森林を含む 198 のグリッドについて，5 km2のランドスケープの構成要素

の特徴から 9つのクラスタに分類された．各クラスタでは，落葉広葉樹や常緑針葉樹などの植生に加え

て，テーマパークやゴルフ場，ダムなどの土地利用・被覆 が抽出され，かつて開発された里山の周辺で

太陽光発電所の建設が進んだことが示唆された．例えば中国地方に多く見られた常緑針葉樹林 (二次林)，

二次草原 (低)，ダムなどを有するクラスタ ID 5 に類似したグリッドを推論すると，山梨県や秋田県に

集中的に見られた．特に山梨県では太陽光発電所の導入が進んでおり，2023年にメガソーラに関する条

例が改正された．今後は各地域の生物多様性地域戦略と連携した太陽光発電の立地の検討が必要である． 

４．今後の課題と展望 

カーボンニュートラルとネイチャーポジティブの両立に向けて，太陽光発電所の立地と REPOS の導

入ポテンシャルが想定する土地系被建物系などのタイプ別の設置条件との比較や，発電所の導入時の合

意形成のプロセスと導入後の発電所の運営方法など，環境社会学的な知見による分析が必要である． 
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図 1 導入ポテンシャルが推計されていない 

メッシュに立地する太陽光発電所の空間分布と 

過去の土地利用被覆 別の設備容量 

表 2 太陽光発電所が導入された森林を含む 

グリッドのクラスタリング結果 

ID クラスタの特徴的な構成要素 
設備容量 

(GW)  

グリッド 

数 

0 
テーマパーク，落葉広葉樹林  

(人工林)，常緑広葉樹林 (二次林) 
0.75 42 

1 
水草 (淡水) ，ゴルフ場等の 

人工草地，ごみ集積所 
0.42 18 

2 
ゴルフ場等の人工草地，常緑針葉

樹林 (二次林)，充電スタンド 
0.41 20 

3 
ビデオ/ゲーム屋，ゴルフ場等の 

人工草地，海崖草本群落 
0.40 17 

4 
飼育小屋，プラネタリウム， 

ボート貸出場所 
0.25 22 

5 
常緑針葉樹林 (二次林) ， 

二次草原 (低)，ダム 
0.23 12 

6 
自然保護区，ゴルフ場等の 

人工草地，温泉 
0.16 24 

7 
常緑針葉樹林 (二次林)， 

コーヒーショップ，花壇 
0.15 17 

8 
滝，常緑針葉樹林 (二次林)， 

レクリエーション広場 
0.10 9 

 


